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1月16日・17日と網野町にて 

『構造見学会』を開催しました。 

外は風が冷たかったですが、建物の中は 

ストーブ1つでポカポカと暖かく 

「あったか住宅」を体感していただくことが 

できました！！ 

17日には構造についてのセミナーを 

行いました。 

たくさんの方にご参加いただき、 

終始なごやかに楽しい時間を 

過ごすことができました(̂ )̂ 

参加いただいた皆さん、 

ありがとうございました♪ 

今回の見学会で一番人気だった 

「棟梁のかんな掛けコーナー」！！ 

削ったヒノキはネットに入れて 

お持ち帰りいただきました。 

お風呂に入れて「ひのき風呂」に、 

下駄箱に入れると消臭効果があるそうです。 

皆さんどんな使い方をされたでしょうか？ 

 

 

 

 

～社員研修に行ってきました～ 

皆様、いつもお世話になりまして有難う御座います。 

 

1 月 21 日、22 日に山形県へ社員研修に行ってきました。 

自分の中で山形県は雪が、1 メートル以上あるイメージでし 

たが思ったよりも少なく、40 センチくらいでした。 

気温が凄く低く、外へでると身体の芯から冷え込み、外にい 

る時は、冷蔵庫の中にいるみたいでした。 

 

山形県のさくらエビ蕎麦を頂きましたが、関西とは違い味が濃い目で甘口でした。 

東北の方は寒く、エネルギーを蓄える為か、ボリュームがかなりあり、蕎麦だけでもお腹いっぱい

になりました。 

 

山形県は山の標高が高く、雪景色になっており、 

それはそれは絶景でした。 

（ケア・すぎけん  山田）                    

                 

                          

～構造見学会～ 

大工の伴海です。 

         

1月16日17日に網野町で 構造見学会をさせてい                         

             ただきました。たくさんの方に来ていただきありがと

うございました。 

 

お客様とお話させていただき、杉建の良さを少しでも知っていただけたかと思い

ます。 

また、今回は初めて、皆様の前でのカンナ掛け披露をさせていただきました。 

少し緊張しましたが、何人かはテレビでしか見たことがないなどの声もあり、好

評だったと思います。 

 

 今時の家は、なかなかカンナ掛けをする家は少ないですが、大工の技術には自信

とプライドを持ってやってます。 

 何でも言ってください。 

 

また完成見学会も予定してますので、ぜひ見に来て 

いただきたいです。 

 よろしくお願いします。 

（大工 伴海 靖文） 

 

http://www.pdfcomplete.com/cms/hppl/tabid/108/Default.aspx?r=q8b3uige22


ケア・すぎけんコーナー 

 

 

 

☆研修に行ってきました。 

立ち上げから５年が過ぎ、今一度初心に戻っての見直しと、新たなスタートをめざし 

バージョンアップを図ろうということで、設立当初から色々とご指導いただいた山形県の「ウェル

ランドさん」へ研修に行かせていただきました。 

福祉用具事業はもちろんの事ですが、この数年の間に新しい事業を手掛けられており、時間の

許す限りその施設を案内していただきました。 

携わっておられるスタッフさん達と、ディスカッションする場を設けていただき、仕事のやり方を

アドバイスいただいたり、抱えている悩みなどを熱く語り合いました。 

 やっぱり大事なことは「ハート＆マンパワー」だと感じました。 

 

伊丹空港から仙台空港へ空の旅。 

天候を心配しましたが、仙台は汗ばむよ

うな快晴でした。 

レンタカーで山形へ向かいます。 

すると段々と様子が変わってきました。 

あ～っやっぱりなぁ・・・ 

見慣れているはずの雪景色も「東北」とい

う二文字がつくだけでより寒く感じます。 

 

 
スタッフさんと情報交換。 

あちらも女性スタッフがメインで業務にあた

られています。 

聞きたいこと教えてほしいことが目白押しで

す。 

あれもこれもの質問攻めに快く答えて下さ

り、あっという間に時間が過ぎて行きました。 

 

  
遠く離れた山形の地で、同じように頑張っておられる方々との出会いは、私達に勇気と光を与えてくれ

ました。 

ご恩返し出来るようにスタッフ一同努めてまいります。 

丹後の地もなかなかの寒さです。みなさまお体ご自愛ください。 

ケア・すぎけん スタッフ一同 

緊張… 

杉さんのひとり言  

いつもお世話になりましてありがとうございます。 

 

一月も終わり、節分冬中という二月になりました。一年で一番寒い時季ですが、皆さん

はカゼなどひかずにお元気でお過ごしでしょうか？ちまたでは、インフルエンザやノロウ

ィルスが流行しだしたという話を聞いていますが、どうぞ気をつけていただきたいと思い

ます。 

 

さて、先日新聞を読んでいたら、今後の日本というテーマで記載があり興味深く読みま

した。それによりますと、今後日本はどんどん人口が減り、人口構成も高齢者が増え、若

者が減ってゆき、すべてのことが縮小し、消滅市町村が半分くらいになってゆくだろうと 

いうことです。今まで世界が経験した事のない時代へ日本が先頭を切って突入してゆくと 

いうことらしいです。 

 

その記事を読んでいるうちに、確かにその通りであるだろうと思いながら、100年程前

の日本の人口は 4000万人～5000万ぐらいの時代もあり、幾多の厳しい時代もあっただろ

うけど、人類はそれを乗り越え今に至っていると私は思っています。 

 

何も悲観的になることはなく、その時代時代で知恵を出し合い、考えながら歴史を作っ

てきたと思っています。これからの日本は、地球上の多くの国の一員として、又世界の中

で最も豊かな国の一つとして、現在の状況に大いに感謝をして、次の世代にこのすばらし

い日本や故郷を残してゆかなければならないと私は考えています。そして今、暮らしてい

る丹後の中にも若い人を中心として、他地域の人も交えて、新しいうねりが起こっている

ことも事実です。 

私は本当の倖せはお金や物も大切ですが、一番の究極の倖せは「心の平安」だと思って

います。今年も「心の平安」に向けてがんばってゆきたいと思います。 

 

今月もありがとうございました。        （談 杉本 孝史）                  

 

 

  

 我が家の中学生の娘が、漢字検定を受験することになりました。受験する 3 級は『中学校 

卒業レベル』だそうです。 

 ときどき、勉強につきあいながら、問題を一緒にやってみると、これがなかなか難しく・・・ 

読みは、なんとか大丈夫なんですが、書くとなるとなかなか思い浮かばず・・・(@_@) 

例えば・・・①地価の上ショウを抑える ②墓前で合ショウする ③交通の要ショウにあたる  

みなさんどうでしょう？すんなりと浮かびましたでしょうか？ 

 私は③がわかりませんでした・・・・正解は ①昇 ②掌 ③衝 です。 

 

せっかく問題集も購入したので、ときどきは勉強して、親の威厳を 

保てるようにがんばろうかと思っています(-_-;)          (談 上田 裕子) 

編 集 後 記 
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